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(54)【発明の名称】 電子内視鏡の電磁ノイズ除去装置

(57)【要約】
【目的】電磁ノイズ除去コアの取付け作業を容易化し、
かつ、コア保持基板の挿脱開口から電磁ノイズ除去コア
が脱落するのを防止できる電子内視鏡の電磁ノイズ除去
装置を得ることにある。
【構成】  シールドケース１０の一部を構成するまたは
シールドケース１０内に位置する固定基板１５；及び電
磁ノイズ除去コア１３の包囲壁１６ａと、固定基板１５
との密着壁１６ｂを有するコア保持基板１６；を有し、
包囲壁１６ａに電磁ノイズ除去コア１３を挿入した状態
で密着壁１６ｂを固定基板１５に固定したとき、電磁ノ
イズ除去コア１３が包囲壁１６ａと固定基板１５との間
に保持される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  信号伝達用ケーブルを内装し操作部から
延びるユニバーサルチューブの先端部に設けられた、ビ
デオプロセッサに対して着脱されるコネクタ部本体と；
上記信号伝達用ケーブルを挿通する挿通穴を有し、上記
コネクタ部本体内に設けられた磁性材料からなる電磁ノ
イズ除去コアと；を有する電子内視鏡の電磁ノイズ除去
装置において、
上記コネクタ部本体内に備えられたシールドケースと；
このシールドケースの一部を構成する、又はシールドケ
ース内に位置する固定基板と；この固定基板に固定さ
れ、該固定基板との間に上記電磁ノイズ除去コアを保持
するコア保持基板と；を有することを特徴とする電子内
視鏡の電磁ノイズ除去装置。
【請求項２】  請求項１記載の電子内視鏡の電磁ノイズ
除去装置において、上記コア保持基板は、固定基板に密
着して固定される密着壁と、この密着壁から立ち上が
り、上記電磁ノイズ除去コアを固定基板との間で包囲す
る包囲壁とを有している電子内視鏡の電磁ノイズ除去装
置。
【請求項３】  請求項２記載の電子内視鏡の電磁ノイズ
除去装置において、電磁ノイズ除去コアは、全体として
略直方体状をなす一対の半割コアからなっており、コア
保持基板の包囲壁は、この略直方体状の電磁ノイズ除去
コアに対応する略コ字型断面をなしている電子内視鏡の
電磁ノイズ除去装置。
【請求項４】  請求項１ないし３のいずれか１項記載の
電子内視鏡の電磁ノイズ除去装置において、信号伝達用
ケーブルは、体内挿入部先端部の対物光学系による画像
信号を伝送するＣＣＤケーブルまたは操作部の各種のス
イッチ装置からの操作信号を伝送するリモートケーブル
である電子内視鏡の電磁ノイズ除去装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】本発明は、電子内視鏡の電磁ノイズ除去装
置に関する。
【０００２】
【従来技術及びその問題点】電子内視鏡では、内視鏡の
体内挿入部先端部の対物光学系による画像をＣＣＤ上に
結像させてその画像信号を外部のビデオプロセッサに伝
達するためのＣＣＤケーブルや、内視鏡の操作部に設け
られている各種のスイッチ装置に接続されたリモートケ
ーブルなどの信号伝達用ケーブルが用いられている。従
来では、これらの信号伝達用ケーブルに対する放射電磁
ノイズを除去するため、各種対策が採られている。
【０００３】図４及び図５は、内視鏡のユニバーサルチ
ューブ先端部に位置するコネクタ部本体１０５内にシー
ルドケース１１０を設け、このシールドケース１１０内
に、磁性材料からなる電磁ノイズ除去コア１１３を備え
た従来例を示している。電磁ノイズ除去コア１１３は、
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ケーブル挿通穴１１３ａを備えていて、このケーブル挿
通穴１１３ａにユニバーサルチューブ内の信号伝達用ケ
ーブル１０６、１１２を挿通させることで電磁ノイズを
除去する。この電磁ノイズ除去コア１１３は、シールド
ケース１１０に固定された断面コ字形状のコア保持基板
２００に挿入（嵌合）された状態でビス止めされること
により、シールドケース１１０内に固定されている。
【０００４】ところで近年では、内視鏡のさらなる小型
化を図るべく、内視鏡内部に備えられる各種部品間のス
ペースが狭められている。このことはシールドケース１
１０内においても例外ではなく、シールドケース１１０
に既に組み込んだコア保持基板２００に電磁ノイズ除去
コア１３３を狭いスペース内でビス止めすることは大変
に困難を伴うものであった。
【０００５】また、コア保持基板２００は電磁ノイズ除
去コア１１３の挿入口が開放された断面コ字形状をなし
ているため、電磁ノイズ除去コア固定用のビス２０１が
緩んだ場合に、その挿入口から電磁ノイズ除去コア１１
３が脱落してしまうおそれがあった。
【０００６】
【発明の目的】本発明の目的は、以上の問題意識に基づ
いて、電磁ノイズ除去コアの取付け作業を容易化し、か
つ電磁ノイズ除去コアの脱落を防止できる電子内視鏡の
電磁ノイズ除去装置を得ることにある。
【０００７】
【発明の概要】本発明は、信号伝達用ケーブルを内装し
操作部から延びるユニバーサルチューブの先端部に設け
られた、ビデオプロセッサに対して着脱されるコネクタ
部本体と；信号伝達用ケーブルを挿通する挿通穴を有
し、上記コネクタ部本体内に設けられた磁性材料からな
る電磁ノイズ除去コアと；を有する電子内視鏡の電磁ノ
イズ除去装置において、コネクタ部本体内に備えられた
シールドケースと；このシールドケースの一部を構成す
る、又はシールドケース内に位置する固定基板と；この
固定基板に固定され、該固定基板との間に電磁ノイズ除
去コアを保持するコア保持基板と；を有することを特徴
としている。このように、固定基板とコア保持基板と間
に電磁ノイズ除去コアを保持すれば、該コアの保持作業
が容易になり、かつ脱落も防止できる。
【０００８】コア保持基板は、具体的には、固定基板に
密着して固定される密着壁と、この密着壁から立ち上が
り電磁ノイズ除去コアを固定基板との間で包囲する包囲
壁とを備えることが好ましい。電磁ノイズ除去コアは、
全体として略直方体状をなす一対の半割コアから構成す
るのが一般的であり、コア保持基板の包囲壁は、この略
直方体状の電磁ノイズ除去コアに対応する略コ字型断面
に形成するのがよい。
【０００９】信号伝達用ケーブルは、体内挿入部先端部
の対物光学系による画像信号を伝送するＣＣＤケーブル
または操作部の各種のスイッチ装置からの操作信号を伝
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3
送するリモートケーブルである。
【００１０】
【発明の実施の形態】図１に示すように、この実施形態
の電子内視鏡１は、可撓性を有する先端側の体内挿入部
２と、基部の操作部３と、この操作部３から延長された
ユニバーサルチューブ４と、このユニバーサルチューブ
４の先端部に設けられたコネクタ部本体５とを有してい
る。コネクタ部本体５は図示しないビデオプロセッサに
接続される。体内挿入部２の対物光学系によって固体撮
像素子例えばＣＣＤ（電荷結合素子）に結像した画像信
号は、デジタル信号に変換されて、体内挿入部２、操作
部３、ユニバーサルチューブ４及びコネクタ部本体５に
挿通されたＣＣＤケーブル６（図２及び図３）を介して
ビデオプロセッサに伝達される。また、操作部３に設け
られている各種のスイッチ装置に接続されて操作信号を
伝送するリモートケーブル１２も、操作部３、ユニバー
サルチューブ４及びコネクタ部本体５に挿通されてい
る。
【００１１】図２及び図３に示すように、コネクタ部本
体５は、外殻を形成する合成樹脂製のアウタケース９
と、このアウタケース９内に位置するシールドケース
（電磁ノイズシールド用金属ケース）１０を有してい
る。このアウタケース９とシールドケース１０には、ビ
デオプロセッサに接続される接続プラグ８用の取付け口
９ａと１０ｂが穿設されている。この取付け口９ａ、１
０ｂには、ＣＣＤドライバ基板１１への電力供給及び信
号伝達用などの接続プラグ８の基端部が挿入されてい
る。接続プラグ８は、中心に＋端子８ａが位置し、その
放射方向に筒状の－端子８ｂが絶縁されて位置する。こ
の接続プラグ８には、外径部プラグケース２４が設けら
れている。外径部プラグケース２４は、金属製のプラグ
ケースであり、電磁ノイズシールドとしての機能も備え
ている。この外径部プラグケース２４は、取付け口９ａ
に差込まれ、絶縁材２５を介してロックナット２６でシ
ールドケース１０の取付け口１０ｂに取付けられてい
る。
【００１２】アウタケース９には、ライトガイド差込み
プラグ７用の取付け口９ｂがシールドケース１０から離
間した位置に開口され、この取付け口９ｂにライトガイ
ド差込みプラグ７の基部が嵌め込まれ、その基部が絶縁
材２７を介してロックナット２８で取付けられている。
ライトガイド差込みプラグ７には、基部側から先端部に
達する保持孔７ａが穿けられている。コネクタ部本体５
内に導かれたライトガイドファイババンドル２９は、ラ
イトガイド差込みプラグ７内の保持孔７ａ内に保持され
て先端部まで差込まれている。またライトガイド差込み
プラグ７の先端には導光レンズ３０が組み込まれてい
る。
【００１３】ビデオプロセッサには、接続プラグ８とラ
イトガイド差し込みプラグ７に対応する接続ソケットと
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ライトガイド差込みソケットが設けられていて、接続プ
ラグ８と対応するソケットが接続されると、ＣＣＤケー
ブル６とリモートケーブル１２がビデオプロセッサに接
続される。また、ライトガイド差し込みプラグ７が対応
するソケットに接続されると、その先端がビデオプロセ
ッサ内の光源ユニット（図示略）に接続される。
【００１４】シールドケース１０内には、ＣＣＤを走査
して画像をデジタル信号として取り込むとともに、ＣＣ
Ｄからの微小信号を増幅してビデオプロセッサに出力す
る働きをするＣＣＤドライバ基板（電子回路）１１と、
両ケーブル６、１２に対する電磁ノイズを除去する磁性
材料からなる電磁ノイズ除去コア１３とが備えられてい
る。シールドケース１０は、ＣＣＤ基板１１及び電磁ノ
イズ除去コア１３を内部に収納した後、シールドケース
１０の一部をなす金属カバー１４で施蓋され、ＣＣＤド
ライバ基板１１から発生する電磁ノイズを遮蔽（シール
ド）するように形成されている。シールドケース１０に
は、ＣＣＤケーブル６及びリモートケーブル１２を引き
込むための開口１０ａが形成されている。
【００１５】コネクタ部本体５のアウタケース９には、
吸引ニップル２０、送気送水口２１、帰還端子２２、圧
力調節弁２３が設けられている（図１及び図３参照）。
吸引ニップル２０は外部の図示しない吸引機構に接続さ
れるもので、この吸引ニップル２０と体内挿入部２の先
端部の図示しない吸引チャンネル入口とは、ユニバーサ
ルチューブ４、操作部３及び体内挿入部２を挿通する吸
引管路によって接続されている。送気送水口２１は外部
の送気送水源に接続されるもので、この送気送水口２１
と体内挿入部２の先端部に設けられた送気送水ノズルと
は、ユニバーサルチューブ４、操作部３及び体内挿入部
２を挿通する送気送水管路によって接続されている。上
記送気送水ノズルは、体内挿入部２の先端部の観察窓を
洗浄するための洗浄用ノズルである。帰還端子２２は、
高周波電力を使用する処置具例えば電気メスの使用時の
安全を確保するために設けられている。圧力調節弁２３
は、内視鏡内部と内視鏡外部との圧力を同等にするため
に設けられた調整弁であって、例えばＥＯＧ減菌やオー
トクレープ減菌を行なう場合に操作される。
【００１６】磁性材料からなる電磁ノイズ除去コア１３
は、一対の半割コア１３Ｈからなっている。この一対の
半割コア１３Ｈは、組み合わされたとき全体として直方
体状をなしその中心部（軸部）にケーブル挿通穴１３ａ
を形成する。この一対の半割コア１３Ｈは、固定基板１
５とコア保持基板１６によりシールドケース１０内に固
定される。この実施形態でのコア保持基板１６は、２セ
ットの電磁ノイズ除去コア１３を固定するのに用いられ
るものであり、中央部に固定基板１５に密着する密着壁
１６ｂが形成され、この密着壁１６ｂの左右にコ字型断
面に折り曲げられた一対の包囲壁１６ａが形成されてい
る。この一対の包囲壁１６ａに電磁ノイズ除去コア１３
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を挿入した状態で密着壁１６ｂを固定基板１５に当接さ
せビス１７で固定すると、電磁ノイズ除去コア１３がこ
の包囲壁１６ａ内と固定基板１５との間に挟着保持され
る。
【００１７】電磁ノイズ除去コア１３は、例えば次のよ
うにしてシールドケース１０内に固定される。まず、コ
ア保持基板１６の一対の包囲壁１６ａ内にそれぞれ一対
の半割コア１３Ｈを組み合わせた２セットの電磁ノイズ
除去コア１３を挿入し、ビス１８によりコア保持基板１
６にねじ止めする。次に、この２セットの電磁ノイズ除
去コア１３のケーブル挿通穴１３ａ内に、ＣＣＤケーブ
ル６及びリモートケーブル１２を順番に挿通してコア保
持基板１６と電磁ノイズ除去コア１３に巻きつける。Ｃ
ＣＤケーブル６及びリモートケーブル１２を電磁ノイズ
除去コア１３とコア保持基板１６に巻き付けた後、包囲
壁１６ａ内の電磁ノイズ除去コア１３を固定基板１５に
接触させた状態で、コア保持基板１６の密着壁１６ｂを
固定基板１５にビス１７によりねじ止めする。次に、固
定基板１５をビス１９でシールドケース１０に固定し
て、電磁ノイズ除去コア１３をシールドケース１０内に
固定する。
【００１８】以上のように、電磁ノイズ除去コア１３
と、コア保持基板１６と、固定基板１５を１ユニットし
てシールドケース１０に組み込むので、電磁ノイズ除去
コア１３を固定基板１５を使ってコア保持基板１６に取
付ける際にシールドケース１０などにより邪魔されるこ
とがなく、電磁ノイズ除去コア１３の取付け作業を容易
に行なうことができる。さらに、電磁ノイズ除去コア１
３がコア保持基板１６の包囲壁１６ａと固定基板１５と
の間に挟着保持されるため、ビス１８が緩んだとして
も、電磁ノイズ除去コア１３がコア保持基板１６から脱
落するのを防止できる。
【００１９】なお、以上の実施形態では、固定基板１５
は、シールドケース１０内に位置するものとして構成し
たが、シールドケース１０の一部を固定基板として用い
てもよい。また、コア保持基板１６に電磁ノイズ除去コ
ア１３用の包囲壁１６ａを２個設けたが、１個でもよ *
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*く、この包囲壁１６ａの設置個数は任意でよい。また、
信号伝達用ケーブルとして、ＣＣＤケーブル、リモート
ケーブルを用いたが、これ以外の信号伝達用ケーブルを
用いてもよい。
【００２０】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、電
磁ノイズ除去コアの取付け作業を容易化し、かつ、コア
保持基板から電磁ノイズ除去コアが脱落するのを防止で
きる電子内視鏡の電磁ノイズ除去装置を得ることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を電子内視鏡に適用した全体を示す図で
ある。
【図２】電子内視鏡のユニバーサルチューブ先端部に取
付けたコネクタ部本体を示す横断面図である。
【図３】電子内視鏡のユニバーサルチューブ先端部に取
付けたコネクタ部本体を示す縦断面図である。
【図４】従来構造のコネクタ部本体の一例を示す横断面
図である。
【図５】図４のコネクタ部本体を示す縦断面図である。
【符号の説明】
１  電子内視鏡
２  体内挿入部
３  操作部
４  ユニバーサルチューブ
５  コネクタ部本体
６  ＣＣＤケーブル
１０  シールドケース
１２  リモートケーブル
１３  電磁ノイズ除去コア
１３Ｈ  半割コア
１３ａ  ケーブル挿通穴
１５  固定基板
１６  コア保持基板
１６ａ  包囲壁
１６ｂ  密着壁

【図２】 【図４】
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